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　七
月
十
三
日
、中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、第
二

十
回
嘉
手
納
町
英
語
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
国
際
交
流
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。今
回
も
町
内
の
小
中
学
校

で
選
抜
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
十
五
名
が
英
語
の
表
現
力
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　出
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
、
動
き
や
歌
で
感

情
豊
か
に
表
現
を
し
、
訪
れ
た
お
客
様
も
楽
し
み
な
が
ら

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　小
学
校
部
門
の
金
賞
は
マ
ク
フ
ァ
ー
ラ
ン
ド
滉
良
く
ん

（
屋
良
小
五
年
）、銀
賞
は
幸
地
保
陽
君（
屋
良
小
六
年
）、奨

励
賞
は
前
田
場
爽
心
さ
ん（
屋
良
小
五
年
）、
第
十
八
航
空

団
特
別
賞
は
山
口
夢
叶
さ
ん（
嘉
手
納
小
五
年
）、
中
学
校

部
門
の
野
國
總
管
賞
に
洲
鎌
羽
蘭
さ
ん
（
嘉
手
納
中
三

年
）、
金
賞
は
カ
ス
ト
ロ 

ミ
ユ
キ 

ア
ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん
（
嘉

手
納
中
ニ
年
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

英
語
コ
ン
テ
ス
ト
　－

表
現
力
豊
か
に
発
表

－

　七
月
二
十
二
日
、
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
に
お
い
て
、
第

十
回
夏
休
み
さ
わ
や
か
ラ
ジ
オ
体
操
（
町
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
町
内
の
子
供
た
ち
が
一
堂
に
集
い
、
ラ
ジ
オ

体
操
を
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
及
び
青
少
年
の
健
全

育
成
に
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
子
供
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
方
が
集
ま
り
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
一
緒
に
身
体
を
動
か
す
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。 さ

わ
や
か
ラ
ジ
オ
体
操  

－

か
で
な
っ
子
あ
つ
ま
れ

－

ラジオ体操をしている様子 野國總管賞受賞の洲鎌羽蘭さん 金賞受賞のマクファーランド滉良くん

　八
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
、
嘉
手
納
町
・
大
山
町
児
童
交
流
事
業
が
実

施
さ
れ
、鳥
取
県
大
山
町
の
児
童
十
六
名
が
沖
縄
県
を
訪
れ
、本
町
児
童
十

六
名
と
と
も
に
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、
嘉
手
納
町
と
大
山
町
の
児
童
が
互
い
の
家
庭
へ
民
泊
す

る
こ
と
で
異
な
る
風
土
・
生
活
習
慣
を
学
び
、
交
流
を
通
し
て
相
互
理
解

を
深
め
、郷
土
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　お
別
れ
会
で
は
児
童
を
代
表
し
て
喜
友
名
凛
さ
ん（
屋
良
小
）と
諸
遊
慎

武
く
ん（
大
山
西
小
）、
金
平
真
歩
さ
ん（
中
山
小
）が「
た
く
さ
ん
の
素
敵
な

思
い
出
が
で
き
ま
し
た
」「
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
が

学
べ
ま
し
た
」と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　七
月
二
十
四
日
か
ら
十
六
日
間
に
わ
た
り
、ハ
ワ
イ
短
期
留
学
派
遣
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　参
加
し
た
町
在
住
の
中
高
生
七
名
は
七
月
ニ
十
四
日
に
役
場
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
、

出
発
式
で
「
現
地
の
文
化
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
学
び
た
い
」「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

英
語
の
上
達
を
目
指
し
た
い
」「
学
ん
で
き
た
こ
と
を
帰

国
し
て
か
ら
伝
え
て
い
き
た
い
」「
沖
縄
の
文
化
を
現
地

の
人
へ
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
を

し
、目
標
を
持
っ
て
今
回
の
派
遣
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　ハ
ワ
イ
で
は
、
課
外
事
業
と
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
ツ
ア
ー
、
北
谷
・
嘉
手
納
町
人

会
と
の
交
流
も
行
わ
れ
、
と
て
も
有
意
義
で
貴
重
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
山
町
の
児
童
と
交
流       

－

絆
を
深
め
、
心
を
育
む

－

ハ
ワ
イ
短
期
留
学
派
遣
事
業  

－

国
際
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
る

－

ビーチ交流の様子 シーサー作り体験

出発式の様子

町人会ピクニックの様子
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　七
月
二
十
八
日
、ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
に
お
い
て
第
十
四

回
か
で
な
社
交
業
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ（
嘉
手
納
社
交
飲
食
業

組
合
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　会
場
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
は
じ
め
、
は
る
な
バ
ン

ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
オ
リ
オ

ン
ビ
ア
ガ
ー
ル
二
名
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、会
場
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　夏
の
暑
い
日
に
来
場
者

は
ビ
ー
ル
で
の
ど
を
潤
し
、

家
族
や
仲
間
と
笑
顔
で
語

ら
う
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
は
今
年

も
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

第
十
四
回
か
で
な

　社
交
業
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ

第
十
四
回
か
で
な

　社
交
業
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ

| 

熱
い
日
は
ビ
ー
ル
で
乾
杯 

|

　七
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
八
回
し
ま
く
と
ぅ
ば
語
や
び
ら
大
会
（
町
文

化
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
児
童
部
門
・
一
般
部

門
合
わ
せ
て
八
組
十
二
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　本
大
会
は
幅
広
い
年
齢
層
に
ふ
る
さ
と
の
言
葉

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
そ
の
価
値
を
見
直
す
機
会

を
提
供
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
児
童
部
門
で
知
花
陽
太
く
ん
、
一
般
部

門
で
金
城
正
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
知
花

く
ん
は
九
月
に
宜
野
湾
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

　七
月
二
十
三
日
、町
東
駐
車
場
に
お
い
て
、中
央
区
エ
イ

サ
ー
開
き（
中
央
区
青
年
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
回
も
伝
統
芸
能
の
野
里
共
進
会
を
始
め
、東
区
子
供

会
や
う
る
ま
市
の
与
那
城
青
年
会
、天
願
区
青
年
会
、名
桜

大
学
の
学
生
が
招
待
さ
れ
、演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　今
年
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、最
後
は
主
催
の
中
央
区
青

年
会
が
務
め
、迫
力
あ
る
エ
イ
サ
ー
に
、来
場
客
も
一
緒
に

な
っ
て
盛
り
上
が
り
、素
晴
ら
し
い
エ
イ
サ
ー
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

し
ま
く
と
ぅ
ば
語
や
び
ら
大
会

中
央
区
か
ら
エ
イ
サ
ー
開
き
二
〇
一
七

－

ふ
る
さ
と
の
言
葉
を
継
承

－ 

－

中
央
区
青
年
会

－ 

しまくとぅば大会の出場者

東区子供会エイサーの演舞

中央区青年会の演舞

カラオケ大会の様子

会場の様子かけつけてくれたビアガール

野里棒の演舞

ち 

ば
な 

ひ
な
た

き
ん
じ
ょ
う
ま
さ 

こ
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賞状を受け取る子供たち

作品展会場の様子

天
人
女
房

【
話
者
】
幸
地
兆
良
【
文
責
】
奥
間
耐
子

第三十七話

お
く 

ま  

た
え 

こ

こ
う 

ち 

ち
ょ
う
り
ょ
う

　
八
月
一
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
の
期
間
、「
第
十
八
回

嘉
手
納
町
平
和
メ
ッ
セ―

ジ
作
品
展
」
が
町
役
場
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
中
学
生

が
平
和
へ
の
思
い
を
込
め
た
絵
画
や
詩
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
一
五
五
〇
点
の

応
募
が
あ
り
、入
賞
作
品
は

百
四
十
九
点
と
な
り
ま
し

た
。

　
八
月
一
日
に
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た

表
彰
式
で
は
最
優
秀
賞
お

よ
び
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

子
供
た
ち
八
十
二
名
に
賞

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
展

－

命
と
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る

－

最
優
秀
賞

優

秀

賞

＝
絵
画
＝

き
ゅ
う
な

　ゆ
う
り

 嘉小
ニ
年
生

岸
本

　拓
人
 

嘉
小
三
年
生

新
垣

　莉
々
愛
 
屋
小
三
年
生

藤
護

　哩
子
 

嘉
小
四
年
生

村
井

　
　雫

 

嘉
小
五
年
生

古
謝

　柚
月
 

嘉
小
六
年
生

白
坂

　メ
グ
 

中
学
一
年
生

＝
書
道
＝

比
嘉

　伶
奈

 

嘉
小
三
年
生

古
謝

　紀
乃
 

嘉
小
四
年
生

仲
本

　さ
く
ら
 
嘉
小
五
年
生

大
城

　瑚
珀
 

嘉
小
六
年
生

前
田
場

　モ
ア
 
中
学
一
年
生

祝
　
　杏
奈
 

中
学
ニ
年
生

久
高

　一
花
 

中
学
三
年
生

 

＝
詩
＝

き
ん
じ
ょ
う

　か
の
ん

 屋小
二
年
生

高
良

　
　優

 

嘉
小
三
年
生

親
里

　豪
生
 

嘉
小
四
年
生

泉
　
　憧
子
 

嘉
小
四
年
生

又
吉

　悠
雅
 

屋
小
五
年
生

西
銘

　
　楓

 

屋
小
六
年
生

宮
城

　夏
恋
 

中
学
一
年
生

花
城

　愛
乃
 

中
学
ニ
年
生

饒
波

　宏
稀
 

中
学
三
年
生

長
嶺

　優
奈
 

中
学
三
年
生

＝
作
文
＝

藤
護

　哩
子
 

嘉
小
四
年
生

島
袋

　
　達

 

嘉
小
五
年
生

喜
友
名

　凛
 

屋
小
六
年
生

仲
村
渠

　妃
乃
 
中
学
一
年
生

我
謝

　日
向
子
 
中
学
ニ
年
生

＝
硬
筆
＝

と
ぐ
ち

　し
ゅ
ん
り

 嘉小
一
年
生

お
お
し
ろ

　こ
は
る
 嘉
小
ニ
年
生

新
垣

　真
菜
未
 
屋
小
五
年
生

＝
絵
画
＝

し
ろ
ま

　こ
と
は
 屋
小
二
年
生

た
わ
た

　る
り
あ
 嘉
小
二
年
生

い
し
か
わ

　ゆ
う
が

 嘉小
二
年
生

眞
喜
志

　優
梨
香
 屋
小
三
年
生

比
嘉

　心
結
 

屋
小
三
年
生

喜
友
名

　結
愛
 
嘉
小
四
年
生

宜
保

　凛
々
花
 
嘉
小
四
年
生

親
里

　豪
生
 

嘉
小
四
年
生

喜
友
名

　孔
雅
 
屋
小
五
年
生

仲
宗
根

　捺
 

屋
小
五
年
生

松
岡

　宙
奈
 

嘉
小
六
年
生

宮
城

　り
の
あ
 
嘉
小
六
年
生

安
里

　杏
珠
 

中
学
一
年
生

＝
書
道
＝

伊
波

　友
翔
 

屋
小
三
年
生

運
天

　陽
輝
 

屋
小
三
年
生

池
原

　李
亜
 

嘉
小
四
年
生

奥
間

　
　雅

 

嘉
小
四
年
生

山
口

　夢
叶
 

嘉
小
五
年
生

知
念

　由
梨
奈
 
嘉
小
五
年
生

我
謝

　奈
名
子
 
嘉
小
六
年
生

宮
平

　萌
香
 

屋
小
六
年
生

知
花

　舞
華
 

中
学
一
年
生

津
波
古

　望
花
 
中
学
一
年
生

花
城

　愛
乃
 

中
学
ニ
年
生

栗
村

　勝
志
 

中
学
二
年
生

新
垣

　璃
久
 

中
学
三
年
生

末
吉

　美
空
 

中
学
三
年
生

 

＝
詩
＝

む
ら
や
ま

　き
ら
り

 屋小
二
年
生

ほ
り
え

　う
め
か
 屋
小
二
年
生

我
那
覇

　宗
基
 
嘉
小
三
年
生

比
嘉

　伶
奈
 

嘉
小
三
年
生

山
内

　七
夏
海
 
嘉
小
四
年
生

城
間

　
　晴

 

嘉
小
四
年
生

末
吉

　聖
奈
 

屋
小
五
年
生

津
波
古

　輝
太
 
屋
小
五
年
生

新
垣

　真
菜
未
 
屋
小
五
年
生

安
里

　琉
菜
 

嘉
小
六
年
生

知
念

　寛
平
 

屋
小
六
年
生

池
谷

　継
未
 

中
学
一
年
生

前
島

　衣
茉
 

中
学
一
年
生

山
入
端

　健
太
 
中
学
一
年
生

渡
久
地

　優
 

中
学
ニ
年
生

祝
　
　杏
奈
 

中
学
二
年
生

大
城

　風
子
 

中
学
二
年
生

吉
田

　柊
太
 

中
学
三
年
生

德
里

　美
咲

 

中
学
三
年
生

＝
作
文
＝

泉
　
　憧
子
 

嘉
小
四
年
生

古
謝

　光
姫
 

嘉
小
四
年
生

津
波
古

　梨
心
 
嘉
小
五
年
生

村
井

　
　雫

 

嘉
小
五
年
生

幸
地

　保
陽
 

屋
小
六
年
生

村
山

　
　櫻

 

屋
小
六
年
生

大
湾

　愛
斗
 

中
学
ニ
年
生

＝
硬
筆
＝

ご
や

　り
い
く
 
嘉
小
一
年
生

か
ね
む
ら

　ゆ
い
な
 嘉
小
一
年
生

お
お
し
ろ

　う
み
 嘉
小
一
年
生

ぎ
ぼ

　り
お
ん
 
嘉
小
ニ
年
生

あ
ら
さ
き

　み
り
あ

 嘉小
ニ
年
生

高
江
洲

　希
美
 
屋
小
四
年
生

ヘアメイク　レガロ　伊波信秀氏展示会の様子

ヘアピースヘアピース制作中の様子

開所式の様子 町長表敬に来た生徒たち

　
七
月
二
十
七
日
、
同
月
に
開
催
さ
れ
た
県
中
学
校
体
育
連
盟
大
会
に
お
い
て
優

秀
な
成
績
を
収
め
、
九
州
大
会
出
場
が
決
定
し
た
事
を
報
告
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
男
子
・
女
子
、
空
手
道
男
子
、
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
男
子
、
剣
道
女
子
、
柔
道
男
子
、
陸
上
男
子
の
総

勢
三
十
五
名
の
生
徒
た
ち
が
當
山
宏
町
長
を
訪
れ
ま

し
た
。　

八
月
に
九
州
各
地
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
向
け
て

生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
「
九
州
大
会
で
も
優
勝
し
、

全
国
大
会
出
場
を
勝
ち
取
り
た
い
」、「
県
大
会
は
皆

さ
ん
の
応
援
で
優
勝
で
き
た
。
九
州
大
会
も
感
謝
を

忘
れ
ず
臨
み
た
い
」、「
メ
ダ
ル
を
持
っ
て
帰
っ
て
く

る
」
と
力
強
い
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　
當
山
町
長
も
「
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
そ

う
す
れ
ば
お
の
ず
と
結
果
は
つ
い
て
く
る
。
九
州
で

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
七
月
十
八
日
、
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
が
ん
予
防
メ
デ
ィ

カ
ル
ク
ラ
ブ
「
ま
も
〜
る
」
の
業
務
委
託
事
業
と
し
て
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
が

開
設
し
ま
し
た
。

　
が
ん
予
防
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
「
ま
も
〜
る
」
と
は

が
ん
の
リ
ス
ク
を
定
期
的
に
測
定
す
る
こ
と
で
、
が
ん

の
早
期
発
見
を
目
指
し
て
い
く
会
員
制
メ
デ
ィ
カ
ル
ク

ラ
ブ
で
す
。
加
入
す
る
と
、
尿
検
査
を
用
い
て
尿
中
に

排
出
さ
れ
る
二
つ
の
指
標
か
ら
が
ん
リ
ス
ク
を
統
計
的

に
評
価
す
る「
N
o
a
h
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
約
六
十
万
人
が
ガ
ン
に
か
か
り
約
三
十
万
人
が

ガ
ン
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
病
気
で
も
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
原
則
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
自

身
の
健
康
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

九
州
大
会
・
全
国
大
会
出
場
決
定

－
県
中
学
校
体
育
連
盟
大
会
結
果
報
告

－

M
et G

ala 

2
0
1
7
展
覧
会       

－一
流
の
世
界
を
肌
で
感
じ
て

－

　
七
月
十
八
日
、
町
内
に
あ
る
ヘ
ア
メ
イ
ク

　
レ
ガ

ロ
の
伊
波
信
秀
氏
が
當
山
宏
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、

五
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
展
覧
会
〝The 

Costum
e Institute

〞
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
〝M

et G
ala 

2
0
1
7
〞
を
飾
っ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ドCom

m
e des G

arcons

（
コ

ム
デ
ギ
ャ
ル
ソ
ン
）
の
ヘ
ア
ピ
ー
ス
制
作
に
携
わ
っ

た
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

The Costum
e Institute

は
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

界
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」
と
い
う
異
名
を
持
ち
、
世
界

で
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
セ
レ
ブ
が
集
う
最
高
峰

の
祭
典
で
す
。そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
選

ば
れ
たCom

m
e des G

arcons

と
は
日
本
人
デ

ザ
イ
ナ
ー
川
久
保
玲
氏
が
手
掛
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
で
、
一
九
七
三
年
に
創
業
し
、
栄
枯
盛

衰
の
激
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
に
お
い
て
、
四
十
年

経
っ
た
今
も
な
お
着
実
に
成
長
し
続
け
て
い
る
ブ

ラ
ン
ド
で
す
。

　
伊
波
氏
は
、
以
前
よ
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の

ト
ッ
プ
に
あ
る
パ
リ
コ
レ
を
見
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
六
年
前
か
ら

積
極
的
に
サ
ロ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
り
、
海

外
へ
足
を
運
ん
だ
り
と
様
々
な
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
懇
意
に
し
て
い
る
美
容
メ
ー
カ
ー
よ
り

声
が
か
か
り
、Com

m
e des G

arcons

の
ヘ
ア

ピ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
〝
ジ
ュ
リ

ア
ン
・
デ
ィ
ス
氏
〞
の
下
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る

ア
ト
リ
エ
に
て
四
日
間
制
作
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
「
美
容
師
は
髪
を
切
る
事
が
仕
事
だ
が
、
自
分
が

動
く
こ
と
で
、道
は
開
け
、夢
は
叶
う
。今
後
美
容
師

を
目
指
し
て
い
る
若
い
子
へ
夢
の
あ
る
職
業
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
い
。ま
た
自
分
自
身
も
非
常
に
刺

激
を
受
け
た
。こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
も
生
か
し
て
い

き
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
て
語
り
ま
し
た
。

　

The Costum
e Institute

は
今
年
の
九
月
ま

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、com

m
e des G

arcons

が

一
九
八
一
年
に
発
表
し
た
初
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
最
新
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
百
二
十

着
の
ウ
ェ
メ
ン
ズ
ウ
ェ
ア
が
特
別
展
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

【
ヘ
ア
メ
イ
ク

　レガ
ロ
】

　住

　所：
嘉
手
納
町
字
嘉
手
4
6
3-

1
3

　
　
　
　
　2号
1
0
4

　TE
L
：
0
9
8-

9
8
8-

6
2
6
1

　定休
日
：
火
曜
日
・
第
三
月
曜
日

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
開
所
式

　

－

が
ん
予
防
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

－

と
う 

や
ま 

ひ
ろ
し

い     

は   
の
ぶ  
ひ
で

か
わ   

く    

ぼ    

れ
い

と
う 

や
ま 

ひ
ろ
し
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賞状を受け取る子供たち

作品展会場の様子

天
人
女
房

【
話
者
】
幸
地
兆
良
【
文
責
】
奥
間
耐
子

第三十七話

お
く 

ま  

た
え 

こ

こ
う 

ち 

ち
ょ
う
り
ょ
う

　八
月
一
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
の
期
間
、「
第
十
八
回

嘉
手
納
町
平
和
メ
ッ
セ―

ジ
作
品
展
」
が
町
役
場
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
中
学
生

が
平
和
へ
の
思
い
を
込
め
た
絵
画
や
詩
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　今
回
は
一
五
五
〇
点
の

応
募
が
あ
り
、入
賞
作
品
は

百
四
十
九
点
と
な
り
ま
し

た
。　八

月
一
日
に
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た

表
彰
式
で
は
最
優
秀
賞
お

よ
び
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

子
供
た
ち
八
十
二
名
に
賞

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
展

－

命
と
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る

－

最
優
秀
賞

優

秀

賞

＝
絵
画
＝

き
ゅ
う
な
　
ゆ
う
り
 嘉

小
ニ
年
生

岸
本
　
拓
人
 

嘉
小
三
年
生

新
垣
　
莉
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愛
 

屋
小
三
年
生

藤
護
　
哩
子
 

嘉
小
四
年
生

村
井
　
　
雫
 

嘉
小
五
年
生

古
謝
　
柚
月
 

嘉
小
六
年
生

白
坂
　
メ
グ
 

中
学
一
年
生

＝
書
道
＝

比
嘉
　
伶
奈
 

嘉
小
三
年
生

古
謝
　
紀
乃
 

嘉
小
四
年
生

仲
本
　
さ
く
ら
 

嘉
小
五
年
生

大
城
　
瑚
珀
 

嘉
小
六
年
生

前
田
場
　
モ
ア
 

中
学
一
年
生

祝
　
　
杏
奈
 

中
学
ニ
年
生

久
高
　
一
花
 

中
学
三
年
生

 

＝
詩
＝

き
ん
じ
ょ
う
　
か
の
ん
 屋

小
二
年
生

高
良
　
　
優
 

嘉
小
三
年
生

親
里
　
豪
生
 

嘉
小
四
年
生

泉
　
　
憧
子
 

嘉
小
四
年
生

又
吉
　
悠
雅
 

屋
小
五
年
生

西
銘
　
　
楓
 

屋
小
六
年
生

宮
城
　
夏
恋
 

中
学
一
年
生

花
城
　
愛
乃
 

中
学
ニ
年
生

饒
波
　
宏
稀
 

中
学
三
年
生

長
嶺
　
優
奈
 

中
学
三
年
生

＝
作
文
＝

藤
護
　
哩
子
 

嘉
小
四
年
生

島
袋
　
　
達
 

嘉
小
五
年
生

喜
友
名
　
凛
 

屋
小
六
年
生

仲
村
渠
　
妃
乃
 

中
学
一
年
生

我
謝
　
日
向
子
 

中
学
ニ
年
生

＝
硬
筆
＝

と
ぐ
ち
　
し
ゅ
ん
り
 嘉

小
一
年
生

お
お
し
ろ
　
こ
は
る
 嘉

小
ニ
年
生

新
垣
　
真
菜
未
 

屋
小
五
年
生

＝
絵
画
＝

し
ろ
ま
　
こ
と
は
 

屋
小
二
年
生

た
わ
た
　
る
り
あ
 

嘉
小
二
年
生

い
し
か
わ
　
ゆ
う
が
 嘉

小
二
年
生

眞
喜
志
　
優
梨
香
 

屋
小
三
年
生

比
嘉
　
心
結
 

屋
小
三
年
生

喜
友
名
　
結
愛
 

嘉
小
四
年
生

宜
保
　
凛
々
花
 

嘉
小
四
年
生

親
里
　
豪
生
 

嘉
小
四
年
生

喜
友
名
　
孔
雅
 

屋
小
五
年
生

仲
宗
根
　
捺
 

屋
小
五
年
生

松
岡
　
宙
奈
 

嘉
小
六
年
生

宮
城
　
り
の
あ
 

嘉
小
六
年
生

安
里
　
杏
珠
 

中
学
一
年
生

＝
書
道
＝

伊
波
　
友
翔
 

屋
小
三
年
生

運
天
　
陽
輝
 

屋
小
三
年
生

池
原
　
李
亜
 

嘉
小
四
年
生

奥
間
　
　
雅
 

嘉
小
四
年
生

山
口
　
夢
叶
 

嘉
小
五
年
生

知
念
　
由
梨
奈
 

嘉
小
五
年
生

我
謝
　
奈
名
子
 

嘉
小
六
年
生

宮
平
　
萌
香
 

屋
小
六
年
生

知
花
　
舞
華
 

中
学
一
年
生

津
波
古
　
望
花
 

中
学
一
年
生

花
城
　
愛
乃
 

中
学
ニ
年
生

栗
村
　
勝
志
 

中
学
二
年
生

新
垣
　
璃
久
 

中
学
三
年
生

末
吉
　
美
空
 

中
学
三
年
生

 

＝
詩
＝

む
ら
や
ま
　
き
ら
り
 屋

小
二
年
生

ほ
り
え
　
う
め
か
 

屋
小
二
年
生

我
那
覇
　
宗
基
 

嘉
小
三
年
生

比
嘉
　
伶
奈
 

嘉
小
三
年
生

山
内
　
七
夏
海
 

嘉
小
四
年
生

城
間
　
　
晴
 

嘉
小
四
年
生

末
吉
　
聖
奈
 

屋
小
五
年
生

津
波
古
　
輝
太
 

屋
小
五
年
生

新
垣
　
真
菜
未
 

屋
小
五
年
生

安
里
　
琉
菜
 

嘉
小
六
年
生

知
念
　
寛
平
 

屋
小
六
年
生

池
谷
　
継
未
 

中
学
一
年
生

前
島
　
衣
茉
 

中
学
一
年
生

山
入
端
　
健
太
 

中
学
一
年
生

渡
久
地
　
優
 

中
学
ニ
年
生

祝
　
　
杏
奈
 

中
学
二
年
生

大
城
　
風
子
 

中
学
二
年
生

吉
田
　
柊
太
 

中
学
三
年
生

德
里
　
美
咲
 

中
学
三
年
生

＝
作
文
＝

泉
　
　
憧
子
 

嘉
小
四
年
生

古
謝
　
光
姫
 

嘉
小
四
年
生

津
波
古
　
梨
心
 

嘉
小
五
年
生

村
井
　
　
雫
 

嘉
小
五
年
生

幸
地
　
保
陽
 

屋
小
六
年
生

村
山
　
　
櫻
 

屋
小
六
年
生

大
湾
　
愛
斗
 

中
学
ニ
年
生

＝
硬
筆
＝

ご
や
　
り
い
く
 

嘉
小
一
年
生

か
ね
む
ら
　
ゆ
い
な
 嘉

小
一
年
生

お
お
し
ろ
　
う
み
 

嘉
小
一
年
生

ぎ
ぼ
　
り
お
ん
 

嘉
小
ニ
年
生

あ
ら
さ
き
　
み
り
あ
 嘉

小
ニ
年
生

高
江
洲
　
希
美
 

屋
小
四
年
生

　

昔
、
奥う

く

間ま

大う
ふ

親や

に
妻
は
い
な
い
わ

け
。
天て

ん
に
ょ女
が
水
浴
び
す
る
所
に
行
っ

て
、
そ
れ
を
見
て
お
る
わ
け
。

そ
の
女
か
ら
は
見
え
な
い
わ
け
。
も

う
、
奥
間
大
親
と
い
う
人
は
天
女
の

羽
衣
の
着
物
を
、
自
分
の
家う

ち

に
持
っ

て
行
っ
て
隠
し
て
か
ら
、
ま
た
女
の

前
に
来
て
る
わ
け
。
そ
う
し
て
、
そ

の
女
に
、
自
分
の
着
物
を
持
っ
て
き

て
着
せ
て
、

「
僕
た
ち
の
お
家
に
行
こ
う
」

と
言
っ
て
連
れ
て
行
っ
た
わ
け
。
そ

れ
か
ら
、
四
、五
日
た
っ
た
ら
、
二

人
は
も
う
結
婚
に
な
っ
た
わ
け
さ

あ
。

　

そ
れ
か
ら
、
男
と
女
が
生
ま
れ

た
っ
て
。

　

子
供
の
歌
に
あ
る
さ
ぁ
、
ヘ
イ

ヨ
ー
ヘ
イ
ヨ
ー
し
て
。
そ
れ
を
聞
い

て
か
ら
、
女
は
、
ど
こ
に
隠
し
て
あ

る
か
あ
っ
て
、
そ
れ
が
分
か
っ
て
か

ら
、
女
は
そ
の
着
物
を
取
っ
て
天
に

上
が
る
わ
け
。

　

そ
れ
か
ら
、
そ
の
子
供
た
ち
は
偉

い
人
に
な
る
わ
け
。
女
の
子
は
祝ヌ

ー
ル女

と
い
う
ひ
と
に
な
る
わ
け
。

長
男
は
ま
た
、
ジ
チ
ョ
ウ
と
か
何
と

か
な
っ
て
、
偉
い
人
に
な
る
わ
け
。

そ
の
話
だ
っ
た
ね
。
宜
野
湾
の
ほ
う

に
あ
っ
た
ら
し
い
よ
。

注
① 

奥
間
大
親
…
浦
添
間
切
謝
名
村

の
百
姓
で
、
察
度
の
父
親
と
い

わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
宜
野
湾
の
森
川
に
寄

せ
ら
れ
伝
説
化
し
て
い
る
。

注
② 

祝
女
…
按
司
が
出
現
し
た
８
、９

世
紀
の
頃
以
降
、
按
司
の
オ
ナ

リ
神
は
ノ
ロ
と
呼
ば
れ
、
按
司

の
支
配
地
一
円
の
最
高
神
女
の

地
位
を
占
め
た
。

【
参
考
】

※
組
踊
り
『
銘
苅
子
』
で
、
子
ど
も
達

の
子
守
唄
の
中
で
、
羽
衣
の
隠
し
場

所
が
う
た
わ
れ
ま
す
。（
現
代
語
訳
）

　

ヨ
ー
イ
・
ヨ
ー
イ
［
囃
子
］
泣
く
な
よ

　

母
が
飛
ぶ
着
物
は

　

母
が
舞
う
着
物
は

　

六
俣
の
蔵
の
中
に

　

八
俣
の
蔵
の
中
に

　

稲
束
（
い
ね
づ
か
）
の
下
に

　

粟
束
（
あ
わ
づ
か
）
の
下
に

　

置
き
古
さ
れ
て
い
る

　

置
き
晒
（
さ
ら
）
さ
れ
て
い
る

　

寝
な
さ
い
、
起
き
て
泣
く
な

　

泣
か
な
け
れ
ば
呉
（
く
）
れ
る
よ

　

遊
べ
ば
呉
れ
る
よ

（
組
踊
・
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
よ
り
）

　
【
訂
正
】

７
月
掲
載「
か
で
な
の
民
話
」第
35
話「
勝

連
バ
ー
マ
ー
」【
文
責
】福
地
広
美
に
お
い

て
、話
者
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正

し
く
は【
話
者
】比ひ
が嘉
治は
る

子こ

と
な
り
ま
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

①

②
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保健師
だより

【口座振込手続きについて】
 口座振込申請書を役場の福祉課へ提出します。（８月１日～９月末日までに）
　　       役場の福祉課で受け取るか、または希望者へは郵送します。

平成29年度 敬老祝金の口座振込について平成29年度 敬老祝金の口座振込について
　今年度も、例年どおり下記のとおり現金支給を予定していますが、今年度より口座振込での受給も可能にな
ります。

　現代社会は、仕事や受験勉強、インターネットやゲームをしての夜型生活の増加など、睡眠不足や睡眠障害の危険で
一杯です。睡眠不足による仕事上の事故やうつ病、生活習慣病の悪化など、睡眠問題を放置すると日中の心身の調子
にも支障をきたします。人は人生の3分の1を眠って過ごします。是非ご自身の生活習慣を振り返り、快眠の生活習慣を
手に入れませんか。

平成29年度

対象者

日　　　時

場　　　所

受 給 方 法

10月24日（予定）

－

口座振込

各自治会

現金支給

10月末日までに

役場 福祉課窓口

現金支給

平成29年9月1日現在で
嘉手納町内に住所のある70歳以上の方

（昭和22（1947年）年9月1日以前に生まれた方）
指定日に自治会で受け取れ
なかった場合

※　口座振込が可能になる以外は変更ありません。　　　　　　※　ハガキの発送は、例年どおり９月中旬です。

（ハガキにて通知致します）

嘉手納町役場  福祉課  社会福祉係  TEL：956-1111 （内線186）

睡眠は十分とれていますか？睡眠は十分とれていますか？

☆☆☆快眠のための生活習慣☆☆☆☆☆☆快眠のための生活習慣☆☆☆

①規則正しい生活習慣：身体の中には体内時計があ
り、睡眠のタイミングを決めるだけではなく、ホルモ
ンの分泌や生理的な活動を調節して睡眠に備えていま
す。自分の意思ではコントロールすることができない
ので、毎日同じ時間に布団に入るという規則正しい生
活を身につけましょう。

⑤睡眠を妨げる嗜好品もありますので、寝る前は控えましょう：
・カフェイン：コーヒーや緑茶などに含まれるカフェインは覚醒作用があります。
・ニコチン：タバコに含まれるニコチンは刺激剤になります。
・アルコール：寝酒は寝つきはよくしますが、排尿で起されてしまい睡眠を妨げてしまいます。更に、眠るためと
再度飲酒をすると、多量飲酒につながってしまうこともあるので、できるだけ寝るための飲酒は控えましょう。

③入浴の時間：就寝
の２～３時間前の入
浴が理想的です。

④光で体内時計を整える：人の体内時計の周期は24時間より長めにできており、光の効
果は体内時計を24時間に調節することにあります。朝の光には体内時計を整える作用の
ほか、精神の安定や意欲を引き出す効果がありますので、起きたらカーテンを開けて、自
然の光を取り込みましょう。逆に夜の光は体内時計を遅らせる力があります。室内の照明
やタブレット、スマートフォン等の画面から発せられる光は脳を興奮させ睡眠を妨げてし
まいますので、注意が必要です。

②運動習慣：1回の運動だけでは効果が弱く、習慣的に
続けることが重要です。習慣的に運動を行うことで、
寝つきが良くなり、深い睡眠が得られます。負担が少
なく継続できる有酸素運動がお勧めです。また、効果
的なのは夕方から夜の運動（就寝の3時間くらい前）だ
と言われています。

part 158

年　金
だより
年　金
だより国民年金から受けられる年金　老齢基礎年金

～老後の備えに～
　保険料を納めた期間（厚生年金等の加入期間を含む）や免除された期間などに応じて、６５歳から受けられる年金
です。２０歳から６０歳になるまで４０年間納めた人は、満額の老齢基礎年金を受けることができます。

　老齢基礎年金の受給額
　２０歳から６０歳になるまで４０年間保険料を納付した場合  満額 779,300円となります。
　■　老齢基礎年金の計算式（未納や免除の期間があるとき）　　平成２１年４月分から

（注）：第２号被保険者および第３号被保険者の期間も保険料納付済月数に含みます。
　　 ：４分の１納付・半額納付・４分の３納付の承認を受けた期間は一部納付保険料を納めないと未納期間

扱いとなります。
　　　： 学生納付特例期間、若年者納付猶予期間は、保険料が追納されない場合、年金額に反映されません。

国保税に未納がある世帯で高校生以下（18歳に達する日以後の最
初の3月31日まで）の方には、有効期限が６ヵ月の短期被保険者
証を交付しております。
H29年４月１日交付の高校生以下の短期被保険者証の有効期限が
H29年９月３０日までとなっています。
早めに切替手続きをしていただきますよう、よろしくお願いします。

※詳しくは、住基年金係までお問合せください。
嘉手納町役場 町民保険課 住基年金係 ℡956-1111（内線 141・147・148）

嘉手納町役場　町民保険課　国民健康保険係　TEL：956-1111（内線：162・163・164）

9 vol.152vol.152
短期被保険者証の更新について短期被保険者証の更新について

779,300円×
40年（加入可能年月数）×12月

保険料
納付済
月　数

全額免除
月　　数
×
４／８

４分の１
納付月数
×

５／８

半額納付
月　　数
×

６／８

４分の３
納付月数
×

７／８

☆今月の夜間・休日窓口のお知らせ
夜間窓口：14日（木）午後8時まで    休日窓口：24日（日）午後1時～5時
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保健師
だより

【口座振込手続きについて】
 口座振込申請書を役場の福祉課へ提出します。（８月１日～９月末日までに）
　　       役場の福祉課で受け取るか、または希望者へは郵送します。

平成29年度 敬老祝金の口座振込について平成29年度 敬老祝金の口座振込について
　今年度も、例年どおり下記のとおり現金支給を予定していますが、今年度より口座振込での受給も可能にな
ります。

　現代社会は、仕事や受験勉強、インターネットやゲームをしての夜型生活の増加など、睡眠不足や睡眠障害の危険で
一杯です。睡眠不足による仕事上の事故やうつ病、生活習慣病の悪化など、睡眠問題を放置すると日中の心身の調子
にも支障をきたします。人は人生の3分の1を眠って過ごします。是非ご自身の生活習慣を振り返り、快眠の生活習慣を
手に入れませんか。

平成29年度

対象者

日　　　時

場　　　所

受 給 方 法

10月24日（予定）

－

口座振込

各自治会

現金支給

10月末日までに

役場 福祉課窓口

現金支給

平成29年9月1日現在で
嘉手納町内に住所のある70歳以上の方

（昭和22（1947年）年9月1日以前に生まれた方）
指定日に自治会で受け取れ
なかった場合

※　口座振込が可能になる以外は変更ありません。　　　　　　※　ハガキの発送は、例年どおり９月中旬です。

（ハガキにて通知致します）

嘉手納町役場  福祉課  社会福祉係  TEL：956-1111 （内線186）

睡眠は十分とれていますか？睡眠は十分とれていますか？

☆☆☆快眠のための生活習慣☆☆☆☆☆☆快眠のための生活習慣☆☆☆

①規則正しい生活習慣：身体の中には体内時計があ
り、睡眠のタイミングを決めるだけではなく、ホルモ
ンの分泌や生理的な活動を調節して睡眠に備えていま
す。自分の意思ではコントロールすることができない
ので、毎日同じ時間に布団に入るという規則正しい生
活を身につけましょう。

⑤睡眠を妨げる嗜好品もありますので、寝る前は控えましょう：
・カフェイン：コーヒーや緑茶などに含まれるカフェインは覚醒作用があります。
・ニコチン：タバコに含まれるニコチンは刺激剤になります。
・アルコール：寝酒は寝つきはよくしますが、排尿で起されてしまい睡眠を妨げてしまいます。更に、眠るためと
再度飲酒をすると、多量飲酒につながってしまうこともあるので、できるだけ寝るための飲酒は控えましょう。

③入浴の時間：就寝
の２～３時間前の入
浴が理想的です。

④光で体内時計を整える：人の体内時計の周期は24時間より長めにできており、光の効
果は体内時計を24時間に調節することにあります。朝の光には体内時計を整える作用の
ほか、精神の安定や意欲を引き出す効果がありますので、起きたらカーテンを開けて、自
然の光を取り込みましょう。逆に夜の光は体内時計を遅らせる力があります。室内の照明
やタブレット、スマートフォン等の画面から発せられる光は脳を興奮させ睡眠を妨げてし
まいますので、注意が必要です。

②運動習慣：1回の運動だけでは効果が弱く、習慣的に
続けることが重要です。習慣的に運動を行うことで、
寝つきが良くなり、深い睡眠が得られます。負担が少
なく継続できる有酸素運動がお勧めです。また、効果
的なのは夕方から夜の運動（就寝の3時間くらい前）だ
と言われています。
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救急車適正利用に協力を !救急車適正利用に協力を !

『まちづくり町民会議』のメンバーを募集します！『まちづくり町民会議』のメンバーを募集します！

本当に救急ですか ?

指先を切った 優先的に診てもらえる 搬送・交通手段がない

比謝川行政事務組合  ニライ消防本部

今
、救
急
車
を

必
要
と
し
て
い
る
患
者
が

困
っ
て
ま
す
！

4,844

ニライ消防の救急出動件数は、この5年間で26％も増加しています。
このままでは、一刻を争う患者さんのもとへ駆けつけるのが遅れます。

嘉手納町の今と未来を、共に考え語り合いましょう嘉手納町の今と未来を、共に考え語り合いましょう
　まちづくりの方向性を示す町の最上位計画「総合計画」の策定に向けて、町民の皆様の意見を取り入れ、町
政に参加していただくために「まちづくり町民会議」を設置します。
　将来、嘉手納町をどのような「まち」にしていくか、そのためにどのようなことをしていくのか、嘉手納町
の今と未来を共に考え、語り合いましょう。
※総合計画とは、長期的な視点で町の将来を展望し、町の健全な発展を促進するために町政運営を総合的・
体系的にまとめたもので、この計画に基づいてさまざまな施策や事業が行われます。

●応募資格：下記の条件すべてに該当する方。
　１）町内に在住または勤務していること。　２）18歳以上であること。　３）嘉手納町のまちづくりに関心
があること。　４）町民会議に継続して出席できること。　５）会議の趣旨を理解して協力できること。
●募集人数：15人程度（応募多数の場合は抽選により選考します）
●会議の開催期間：平成29年10月～平成30年12月頃までの間に8回程度の開催を予定しています。
●応募方法：役場やホームページ等に設置している応募用紙に必要事項を記入の上、企画財政課へご提出く
ださい。（持参、郵送、FAX、メール可）

＜募集期間＞  9月4日（月）～9月29日（金）

嘉手納町役場  企画財政課  TEL956-1111（内線232）/FAX956-9508

（クリスマスファミリーコンサート）　

嘉手納町教育委員会社会教育課　TEL：098-956-1111（内線262,263）

開 催 日 時：平成29年12月16日（土）　開場　午後3時30分　　開演　午後4時30分
開 催 場 所：かでな文化センター
入 場 券 料 金：前売券　一般　1,500円　高校生以下　1,000円
 当日券　一般　2,000円　高校生以下　1,500円
 ※この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金となっています。
 ※前売入場券が完売した場合、当日券の販売はありません。
入 場 券 発 売 所：かでな文化センター、コープおきなわ、イープラス
入場券前売開始日：平成29年9月19日（火）～

平成２９年度障害者地域生活支援事業
ペアレントトレーニング講座　受講生募集

　ペアトレは、子どもの好ましい行動を増やし、親子のより良い関係づくりを目指すものです。同じような悩みを持つ保
護者と話す良い機会にもなると思います。
対　　象：町内在住で
　　　　　①主に、発達障害をお持ちをお子さんを子育て中の保護者　②子育てに困り感を抱えている保護者
　　　　　※原則、全講座を受講でき、お子さんが未就学児・小学生の方
場　　所：嘉手納町総合福祉センター　４階　中会議室
日　　程：平成２９年１０月２５日(水)、１１月８・２２日(水)、１２月１３日(水)
 平成３０年１月１０・２４日(水)、２月７日(水)、３月７日(水)
時　　間：１９時３０分～２１時（全講座９０分）
受講料金：３,０００円（書籍代等）
定　　員：８名　※申込が定員を超えた場合は、抽選の上受講者を決定します。あらかじめご了承ください。
申込期間：１０月１０日（火）まで　※受講決定者には、１０月１６日までにご連絡します。

お問い合わせ／申込方法：０９８‐９５６‐１１７７
　　　　　　　（月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５）

【高速道路を安全・快適に利用するために！】
〇出発前に積荷をチェック！
　• 脚立・角材等の建築資材や家庭用品等多種多様の落下物が多く、交通事故原因の一つとなっています。
　• 積荷は、運転者の責任でシートをかけ、ロープでしっかり固定しましょう。
〇出発前に車をチェック！
　• 全国では、タイヤ破損やエンジントラブルが原因の事故が多発しています。
　• 故障の大半が基本的な点検で妨げます。燃料、タイヤ、オイルなどの点検を忘れずに！
〇命を守るシートベルト！
　• シートベルトは、衝突時にハンドルやフロントガラスに胸や頭をぶつける二次衝突や車外に投げ出される危険

性を一定の範囲で防止する効果があります。
　• 高速道路では、後部座席を含め全席シートベルト着用が義務となっています。
〇逆走は命にかかわる危険行為！
　• 逆走してしまったときは、安全な場所に停車、ハザードランプを点灯して避難し、110番通報
　• 逆走車を見かけたら、110番や♯9910で通報してください。

沖縄県警察本部交通部交通機動隊
西日本高速道路株式会社九州支社沖縄高速道路事務所

　ステージの上で出演者の井上あずみさん、木村弓さんと一緒に、となりのトトロの「さんぽ」を歌う参加者を募集します。
参加希望者は下記条件を確認の上お申し込みください。

　参加条件　　先着40名　（対象者：3歳以上中学生以下）
　① 本公演の入場券をお持ちで、公演当日の事前リハーサル（所要時間30分程度）に参加可能な方に限ります。
　② 申込方法：9月19日（火）から「かでな文化センター事務所窓口」でチケット提示のうえ、お申し込みください。
　　 （お1人様につき、2名まで申込可。）

★ みんなで歌おう！コーナー ★

オーケストラで聴くジブリ音楽
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（クリスマスファミリーコンサート）　

嘉手納町教育委員会社会教育課　TEL：098-956-1111（内線262,263）

開 催 日 時：平成29年12月16日（土）　開場　午後3時30分　　開演　午後4時30分
開 催 場 所：かでな文化センター
入 場 券 料 金：前売券　一般　1,500円　高校生以下　1,000円
 当日券　一般　2,000円　高校生以下　1,500円
 ※この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金となっています。
 ※前売入場券が完売した場合、当日券の販売はありません。
入 場 券 発 売 所：かでな文化センター、コープおきなわ、イープラス
入場券前売開始日：平成29年9月19日（火）～

平成２９年度障害者地域生活支援事業
ペアレントトレーニング講座　受講生募集

　ペアトレは、子どもの好ましい行動を増やし、親子のより良い関係づくりを目指すものです。同じような悩みを持つ保
護者と話す良い機会にもなると思います。
対　　象：町内在住で
　　　　　①主に、発達障害をお持ちをお子さんを子育て中の保護者　②子育てに困り感を抱えている保護者
　　　　　※原則、全講座を受講でき、お子さんが未就学児・小学生の方
場　　所：嘉手納町総合福祉センター　４階　中会議室
日　　程：平成２９年１０月２５日(水)、１１月８・２２日(水)、１２月１３日(水)
 平成３０年１月１０・２４日(水)、２月７日(水)、３月７日(水)
時　　間：１９時３０分～２１時（全講座９０分）
受講料金：３,０００円（書籍代等）
定　　員：８名　※申込が定員を超えた場合は、抽選の上受講者を決定します。あらかじめご了承ください。
申込期間：１０月１０日（火）まで　※受講決定者には、１０月１６日までにご連絡します。

お問い合わせ／申込方法：０９８‐９５６‐１１７７
　　　　　　　（月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５）

【高速道路を安全・快適に利用するために！】
〇出発前に積荷をチェック！
　• 脚立・角材等の建築資材や家庭用品等多種多様の落下物が多く、交通事故原因の一つとなっています。
　• 積荷は、運転者の責任でシートをかけ、ロープでしっかり固定しましょう。
〇出発前に車をチェック！
　• 全国では、タイヤ破損やエンジントラブルが原因の事故が多発しています。
　• 故障の大半が基本的な点検で妨げます。燃料、タイヤ、オイルなどの点検を忘れずに！
〇命を守るシートベルト！
　• シートベルトは、衝突時にハンドルやフロントガラスに胸や頭をぶつける二次衝突や車外に投げ出される危険

性を一定の範囲で防止する効果があります。
　• 高速道路では、後部座席を含め全席シートベルト着用が義務となっています。
〇逆走は命にかかわる危険行為！
　• 逆走してしまったときは、安全な場所に停車、ハザードランプを点灯して避難し、110番通報
　• 逆走車を見かけたら、110番や♯9910で通報してください。

沖縄県警察本部交通部交通機動隊
西日本高速道路株式会社九州支社沖縄高速道路事務所

　ステージの上で出演者の井上あずみさん、木村弓さんと一緒に、となりのトトロの「さんぽ」を歌う参加者を募集します。
参加希望者は下記条件を確認の上お申し込みください。

　参加条件　　先着40名　（対象者：3歳以上中学生以下）
　① 本公演の入場券をお持ちで、公演当日の事前リハーサル（所要時間30分程度）に参加可能な方に限ります。
　② 申込方法：9月19日（火）から「かでな文化センター事務所窓口」でチケット提示のうえ、お申し込みください。
　　 （お1人様につき、2名まで申込可。）

★ みんなで歌おう！コーナー ★

オーケストラで聴くジブリ音楽
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嘉手納町公の施設の指定管理者募集について嘉手納町公の施設の指定管理者募集について
　嘉手納町では、嘉手納町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例及び同施行規則に基づき、嘉手納町
情報通信産業センターの指定管理者を次のとおり募集します。

◎ 嘉手納町情報通信産業センター
　１　申請書、募集要項等の配布
　　　平成29年10月3日（火）から平成29年10月13日（金）までの午前9時から午後5時まで所管課で配布して

います。※土曜日、日曜日及び祝日並びに正午から午後1時までを除く。
　２　申請受付　
　　　平成29年10月16日（月）から平成29年10月26日（木）までの午前9時から午後5時までに所定の申請書

を所管課に提出すること。※土曜日及び日曜日並びに正午から午後1時までを除く。
　３　募集要項等に関する質問書の受付
　　　平成29年10月3日（火）から平成29年10月11日（水）までの午前9時から午後5時までに書面で所管課に

提出すること。※土曜日、日曜日及び祝日並びに正午から午後1時までを除く。
　４　申請の資格
　　（１）法人その他の団体（法人格の有無は不問であるが、個人での申請は不可）
　　（２）その他の資格要件は、施設の募集要項に記載のとおりとする。
　５　選定の基準等
　　（１）基準　①　利用者の平等利用を確保することができるものであること。
　　　　　　　　②　事業計画書の内容が、公の施設の効用を最大限に発揮するとともに管理経費の縮減が図られて

いるものであること。
　　　　　　　　③　事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有するものであること。
　　（２）方法　嘉手納町公の施設に係る指定管理者候補者選定委員会における調査審議の結果を踏まえ、指定管理

者の候補者を選定し、嘉手納町議会の議決を経て、指定管理者を指定する。
　６　施設の概要
　　　名称　（１）嘉手納町マルチメディアセンター
　　　　　　（２）嘉手納町ICTセンター
　　　位置　（１）嘉手納町マルチメディアセンター　嘉手納町水釡412番地
　　　　　　（２）嘉手納町ICTセンター　嘉手納町水釡447番地1　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉手納町総合福祉センター　2階
　　　施設　（１）嘉手納町マルチメディアセンター
　　　　　　　　　建築構造：鉄筋コンクリート造4階建
　　　　　　　　　施設面積：5,491.00㎡
　　　　　　　　　各階延面積：4,465.68㎡
　　　　　　　　　（エントランスホール、管理事務所、サーバールーム、パソコン
　　　　　　　　　広場、コンテンツスタジオ、研修室、小会議室、大会議室、
　　　　　　　　　業務用施設、ラウンジ、屋上広場、駐車場、トイレ）
　　　　　　（２）嘉手納町ＩＣＴセンター
　　　　　　　　　施設面積：539.95㎡（嘉手納町総合福祉センター2階部分）
　　　　　　　　　（業務用室、リフレッシュルーム、トイレ、更衣室、会議室）
　７　利用料金に関する事項
　　　　利用料金制度とする。詳細は、募集要項に記載のとおりとする。
　８　管理を行わせる期間
　　　　平成30年4月1日から平成35年3月31日まで。ただし、この期間は嘉手納町議会による議決によって確定

することを留意下さい。
　９　説明会の開催
　　　　平成29年10月13日（金）午前10時から午前11時まで　嘉手納町役場２階　中会議室
　　　　参加希望者は、平成29年10月11日（水）午後5時までに産業環境課へ申し込んでください。
　10　所管課及び問い合わせ先 
　　　　〒904－0293
　　　　嘉手納町字嘉手納５８８番地
　　　　嘉手納町役場　産業環境課
　　　　電話番号　098－956－1111(内線327)

　本校幼稚部では、平成３０年度の幼児
募集に向けて、入学者選抜募集説明会を
下記のとおり行います。

記
日　時：平成２９年９月６日（水）
　　　　午後３：３０～４：３０
場　所：美咲特別支援学校幼稚部

対象児：平成３０年３月３１日で、満年
齢が３歳､４歳､５歳に達する知的発達に
遅れのある幼児

出願期間：平成２９年１１月１６日(木)
　9:00～17:00～１７日(金)
　9:00～16:00の２日間　
入学者選考日
　平成２９年１１月３０日(木)・１２月１

日(金)のいずれか1日
※志願希望者は、９月末日までに教育相

談を受けてください。

合同相談所開設のお知らせ合同相談所開設のお知らせ
日時：平成 29 年 10 月 17 日（火） 午前 10 時から午後４時まで（午後 12 時から午後１時までを除く。）
場所：嘉手納町役場エントランスホール　　　対象：嘉手納町民
日時：平成 29 年 10 月 17 日（火） 午前 10 時から午後４時まで（午後 12 時から午後１時までを除く。）
場所：嘉手納町役場エントランスホール　　　対象：嘉手納町民

＊合同相談の日以外でも、相談事業を行っております。相談、問い合わせ等がございましたら、総務課行政係（内線 228）へお電話ください。

嘉手納町役場　上下水道課　☎956-1111( 内線 173)

行政相談
相談内容
　○ 道路、交通安全等に関する相談
　○ 老人福祉に関する相談
　○ 医療保険、年金等に関する相談
　○ 公害、環境衛生等に関する相談
　○ 公共施設に関する相談
　○ 行政窓口サービスに関する相談
　国、県及び町の仕事に関する苦情、意見、
要望等がありましたら、お気軽に御相談く
ださい。
　行政相談委員（総務大臣委嘱）がご
相談にのります。

　このサービスは、受水槽を経由して水道を使用されている共同住宅について、上下水道課が各戸ごとに水道メーター
の検針を行い、各入居者から水道料金及び下水道使用料等の徴収を行う制度です。
☆共同住宅の所有者と上下水道課との契約が必要です。
　( 契約がなければ、親メーターのみの検針となり、各戸の上下水道料金が所有者に請求されます。)
☆同サービスは、嘉手納町共同住宅における各戸検針及び水道料金等の徴収に関する事務取扱規定の条件を満たす必

要があります。( 嘉手納町指定の伸縮止水栓の設置など )

サービスの内容
①水道の使用開始・中止等の届出から料金の精算に至るまで、共同住宅の各戸を一戸建ての個別住宅と同じように取

り扱います。
②水道メーターは、計量法に基づき８年ごとのメーター取替が必要となりますが、共同住宅の各戸に上下水道課のメー

ターを設置した場合 (４階建以下の共同住宅の場合適用 )、今後、各戸に設置したメーターの取替え及びその費用負
担は、上下水道課で行います。ただし、初回のみ、取付け費用は所有者の負担となります。

③５階建て以上の共同住宅の場合は、条件により遠隔指示式メーターを設置する場合の適用となります。各戸メーター
の設置、取替え及びその費用の負担は、所有者負担となります。

人権相談
相談内容
　○いじめ、体罰、児童虐待等の相談
　○結婚、離婚、入籍等の戸籍に関する相談
　○DV（パートナーからの暴力）、セクハラ等の相談
　○相続、売買等の登記に関する相談
　○借地、借家等に関する相談
　○金銭貸借に関する相談
　住みよい社会を築くため「人権の番人」
として、人権擁護委員はあなたの味方です。
　秘密は厳守されますので、安心して御相
談ください。
　人権擁護委員（法務大臣委嘱）がご
相談にのります。

心配ごと相談  
相談内容
　○生活が苦しい
　○職業に関する相談
　○結婚、離婚等に関する相談
　○健康、衛生、医療及び年金に関する相談
　○心身障害者（児）福祉に関する相談
　○母子、父子及び老人福祉に関する相談
　○介護に関する相談
　相談員は民生委員、児童委員及び当該委
員経験者が当たり、皆さんの立場になって
相談に応じ、適切な指導及び助言を行い問
題解決のためにお力添えいたします。
　民生委員、児童委員（厚生労働大臣
委嘱）がご相談にのります。

アパートやマンションなど共同住宅の各戸検針及び各戸徴収サービスについてアパートやマンションなど共同住宅の各戸検針及び各戸徴収サービスについて

沖縄県立美咲特別支援学校 平成30年度 
幼稚部幼児（3,4,5歳児）募集

沖縄県立美咲特別支援学校 平成30年度 
幼稚部幼児（3,4,5歳児）募集

問い合わせ先　沖縄県立美咲特別支援学校
〒904-2153 沖縄市美里4-18-1 TEL938-1037

担当…幼稚部　棚原　亨　

嘉手納町役場　産業環境課
電話 956-1111（内線 327）

　就職活動について悩んでいる求職
者の方へ、専門家が相談に応じます。
お気軽にご相談ください。
　就職に役立つセミナー等も実施い
たします！

相談日：毎週火曜日・金曜日
時　間：午前１０時～午後５時
場　所：嘉手納町役場１階
　　　　エントランスホール
相談料：無料
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嘉手納町公の施設の指定管理者募集について嘉手納町公の施設の指定管理者募集について
　嘉手納町では、嘉手納町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例及び同施行規則に基づき、嘉手納町
情報通信産業センターの指定管理者を次のとおり募集します。

◎ 嘉手納町情報通信産業センター
　１　申請書、募集要項等の配布
　　　平成29年10月3日（火）から平成29年10月13日（金）までの午前9時から午後5時まで所管課で配布して

います。※土曜日、日曜日及び祝日並びに正午から午後1時までを除く。
　２　申請受付　
　　　平成29年10月16日（月）から平成29年10月26日（木）までの午前9時から午後5時までに所定の申請書

を所管課に提出すること。※土曜日及び日曜日並びに正午から午後1時までを除く。
　３　募集要項等に関する質問書の受付
　　　平成29年10月3日（火）から平成29年10月11日（水）までの午前9時から午後5時までに書面で所管課に

提出すること。※土曜日、日曜日及び祝日並びに正午から午後1時までを除く。
　４　申請の資格
　　（１）法人その他の団体（法人格の有無は不問であるが、個人での申請は不可）
　　（２）その他の資格要件は、施設の募集要項に記載のとおりとする。
　５　選定の基準等
　　（１）基準　①　利用者の平等利用を確保することができるものであること。
　　　　　　　　②　事業計画書の内容が、公の施設の効用を最大限に発揮するとともに管理経費の縮減が図られて

いるものであること。
　　　　　　　　③　事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有するものであること。
　　（２）方法　嘉手納町公の施設に係る指定管理者候補者選定委員会における調査審議の結果を踏まえ、指定管理

者の候補者を選定し、嘉手納町議会の議決を経て、指定管理者を指定する。
　６　施設の概要
　　　名称　（１）嘉手納町マルチメディアセンター
　　　　　　（２）嘉手納町ICTセンター
　　　位置　（１）嘉手納町マルチメディアセンター　嘉手納町水釡412番地
　　　　　　（２）嘉手納町ICTセンター　嘉手納町水釡447番地1　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉手納町総合福祉センター　2階
　　　施設　（１）嘉手納町マルチメディアセンター
　　　　　　　　　建築構造：鉄筋コンクリート造4階建
　　　　　　　　　施設面積：5,491.00㎡
　　　　　　　　　各階延面積：4,465.68㎡
　　　　　　　　　（エントランスホール、管理事務所、サーバールーム、パソコン
　　　　　　　　　広場、コンテンツスタジオ、研修室、小会議室、大会議室、
　　　　　　　　　業務用施設、ラウンジ、屋上広場、駐車場、トイレ）
　　　　　　（２）嘉手納町ＩＣＴセンター
　　　　　　　　　施設面積：539.95㎡（嘉手納町総合福祉センター2階部分）
　　　　　　　　　（業務用室、リフレッシュルーム、トイレ、更衣室、会議室）
　７　利用料金に関する事項
　　　　利用料金制度とする。詳細は、募集要項に記載のとおりとする。
　８　管理を行わせる期間
　　　　平成30年4月1日から平成35年3月31日まで。ただし、この期間は嘉手納町議会による議決によって確定

することを留意下さい。
　９　説明会の開催
　　　　平成29年10月13日（金）午前10時から午前11時まで　嘉手納町役場２階　中会議室
　　　　参加希望者は、平成29年10月11日（水）午後5時までに産業環境課へ申し込んでください。
　10　所管課及び問い合わせ先 
　　　　〒904－0293
　　　　嘉手納町字嘉手納５８８番地
　　　　嘉手納町役場　産業環境課
　　　　電話番号　098－956－1111(内線327)
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平成29年度嘉手納町
こころの健康講演会

ストレスマネジメント
～こころの健康と運動の関係～

ストレスマネジメント
～こころの健康と運動の関係～
日時：平成 29 年 10 月 5 日（木）
　　　18時30分～20時30分（受付１８時～）
場所：嘉手納町中央公民館　大ホール
対象：嘉手納町民
　　　※入場無料・事前申し込み不要
内容：ストレスマネジメント
　　　運動（身体活動）との関係
講師：国立大学法人琉球大学教育学部
　　　准教授　宮城政也　氏

嘉手納町町民保険課
健康予防係　TEL:956-1111（内 165）

平成29年度 嘉手納町中央公民館講座平成29年度 嘉手納町中央公民館講座

終活教室終活教室
人生のエ

ンディングを考える

顔ヨガ顔ヨガ

手帳術
講　師：10/ 2（月） ①終活　★東恩納寛寿 氏
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（終活カウンセラー）

　　　　10/16（月） ②整理　★佐久川光江 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　  　  （整理収納アドバイザー）

　　　　10/23（月） ③葬儀　★比嘉とも子 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　  　  （全葬連葬儀事前相談員）

　　　　10/30（月） ④相続　★亀島 淳 一  氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　    （幸せ相続コンサルタント）

時　間：午後２時～午後４時　全４回
場　所：ロータリープラザ５階　視聴覚室　＜定員：２４名＞
持ち物：筆記用具

講　師：森　あゆみ　氏　（フェイスアップ代表）
期　日：10 月 11 日（水） 
　　　　午後 1 時 ～ 2 時 30 分　
　　　　10 月 23 日（月）
　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分　( 各全１回 )
場　所：ロータリープラザ２階　研修室＜定　員：２４名＞
持ち物：顔全体が映る鏡（手のひらサイズ以上）、
　　　　筆記用具、飲み物

お
葬
式
・
相
続

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

モ
ノ
の
整
理
・
遺
言

愛され顔・若顔・小顔に♪愛され顔・若顔・小顔に♪

夢を
仕留める
ための
可能性は無限大！自分の未来を創り出す手帳へ♪可能性は無限大！自分の未来を創り出す手帳へ♪
講　師：安慶名勇子 氏　
期　日：10 月 18 日 ( 水 )
　　　　午前 10 時 ～ 12 時　( 各全１回 )
　　　　10 月 20 日 ( 金 )
　　　　午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分
場　所：ロータリープラザ５階　視聴覚室　＜定員：２４名＞
持ち物：筆記用具

対　象：一般成人（町民及び町内在職者）
受講料：無料
期　間：平成２９年 9 月１1 日（月）～ 9 月 29 日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　  （土・日、祝祭日 除く）
　　　　定員になり次第終了致します。
　　　　キャンセルされる場合は講座開始 2 ～ 3 日前ま

でに連絡お願いします。
受　付：午前９時 ～ 午後５時　（正午～午後１時除く）
申込先：嘉手納町中央公民館
　　　　　　　　　　ＴＥＬ（０９８）９５６－４１４２

『夢が叶いつづける手帳術　ワクワク人生のつくり方』を出版。
手帳の使い方、手帳のタブー、様々な手帳使いのアゲナ式手帳術とは…

申し込み申し込み

嘉手納町マルチメディアセンター

申込・お問合せ：嘉手納町マルチメディアセンター
電話 956-1140

定員10名
○パソコン入門講座（教材費：1,080 円）
　平成 29 年 10 月 9 日 ( 月 ) ～ 20 日 ( 金 ) までの 月・水・金
19：30 ～ 21：30　（2 時間 ×6 回）
　入門編では家庭でお使いのタブレット、ノートパソコン
の使い方も教えますので持参可能です。
　11 月は、Word 基礎講座、検定講座を予定しております。
※都合により日程や講習内容、教材費が変更になる事があ

ります。その際はご容赦下さい。

期　日：11月19日（日）
場　所：沖縄県総合運動公園陸上競技場
参加料：ハーフマラソン3,500円
　　　 トリムマラソン(大人)2,500円、(小人)1,500円、
　　　 ファミリー親子の部3,000円

期　日：11月19日（日）
場　所：沖縄県総合運動公園陸上競技場
参加料：ハーフマラソン3,500円
　　　 トリムマラソン(大人)2,500円、(小人)1,500円、
　　　 ファミリー親子の部3,000円

10月の講座

第28回 中部トリム・ハーフマラソン
参 加 者 募 集

第28回 中部トリム・ハーフマラソン
参 加 者 募 集

中部トリム・ハーフマラソン大会事務局　℡932-5114

ひがしおんなひろひさ
あ   げ   な  ゆう こ

さ  く  がわみつ  え

かめしまじゅんいち

ひ   が

もり
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